
令和７年度第３回草加市みんなでまちづくり会議 

議 事 録 

 

１ 開催日時 

  令和７年１２月１２日（金）午後３時～午後５時 

２ 開催場所 

  草加市役所本庁舎１階 特設会場（エレベーター横） 

３ 出席者 

 ⑴ 参加者 ２０人 

 ⑵ 進行  熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

 ⑶ 事務局 自治文化部：湯淺特命参事 

       みんなでまちづくり課（つながり共創室）：板橋課長、阿部課長補佐、竹内主任、山口主事 

４ 協力 

  草加ローカルプロジェクト 安保 幸子 氏 

５ 会議の議題 

  学生と地域をつなぐ情報交流ワークショップ 

６ 公開・非公開の別 

  公開 

７ 傍聴者数  

  ０人 

８ 議事録署名人 

  片山 侑香里 氏、山本 幸子 氏 

９ 会議の主な内容 

 〇 挨拶 

 〇 事務局説明 

・みんなでまちづくり会議と草加市みんなでまちづくり自治基本条例について 

 〇 事例紹介 

・上尾市市民活動支援センター主催の「学生・若い世代が地域活動に参加しやすくするためには」交流会

での議論の紹介（熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏） 

・草加市の情報発信（広報そうか、ホームページ、お知らせメール等ＳＮＳ、民間等との連携）の現状に

ついて紹介（広報課：小室課長） 

・市民活動団体の広報について、課題やこれまでの実践の紹介と解決策の提案（草加ローカルプロジェク

ト 安保 幸子 氏） 

  



 〇 意見交換（ファシリテーター 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏） 

［テーマ１］学生が知りたい情報について 

・地域で活動している市民活動団体と学生がつながる機会やきっかけが必要だと思う。 

・大学の部活や委員会などとの連携ができるかもしれない。 

・「学ちか」（学生時代に力を入れた取組み。就職活動の際に企業等から質問をされる場合がある。）の

１つとしてボランティア活動をしたいという学生も一定数いる。 

・ボランティア活動をしたい気持ちはあるが、ネットなどで調べてみると、長期のものが多い印象。気軽

に参加できるものと、長期のものとがわかるようにするなど、ニーズに合わせた情報の見せ方ができると

よい。 

・週１回など頻度の高いボランティア活動は、アルバイトや学業の都合で継続が難しい場合がある。 

・自身のＳＮＳにも広告などは流れてくるが、興味がないものはほとんど流れてこない。また写真など様

子がわからないものにはエントリーしにくい。 

・大学を通じてボランティア情報を得る場合もあるが、数と種類が少なく限定的なため、大学へ情報を提

供してほしい。 

・同世代がいるのか、これまでどのような活動であったのかが知りたい。 

・意外とインターネットに頼らずに、口コミで広がる方がいいかもしれない。 

 

［テーマ２］参加してみたいと思えるチラシやホームページの魅せ方について 

・「みんなの保健室陽だまり」では、様々なジャンルの活動が展開されており、興味を持ったものに入っ

ていきやすい仕組みとなっている。ホームページ上のスケジュールを見たときに、一目でその内容がわか

るとより良い。 

・ホームページやＳＮＳはその最終更新日が古すぎると、不安に感じる。そのため、一言毎日日記など、

定期に更新されていると安心してコンタクトを取れると思う。 

・ＳＮＳの広告は１秒程度で次のものに移ってしまう。一目見てわかりやすい、興味を持たせる画である

とよい。 

・特に高年者について、二次元コードの読み取りがそもそも障壁になる場合があるし、スマートフォンを

持っていない人もいるため、伝えたい情報にアクセスできないこともある。 

・二次元コードばかりになりすぎないように注意すべき。例えば、電車のドアにポツンとある二次元コー

ドは怖くて読み込まない。また、興味があることはインターネットで調べて情報にアクセスすることが多

いため、そもそも二次元コードから入っていくことが少ない。 

・高年者はスマホを使うことが難しい方もいるため、紙のチラシもまだ必要。 

・伝えたいことがたくさんある中で、二次元コードに頼ってしまう部分も否めない。 

 

［総評］ 

・学生が参加できているような活動や団体は、誰もが参加しやすい内容となっていることが多い。 



・必ずしも焦点を学生ばかりに向ける必要はないのかもしれない。 

・多世代での交流が色々な場で展開されると、団体の活動が広がったり、学生が欲しい情報を得られたり

する機会となる。 

・学生にボランティア募集の情報が伝わっていないのかもしれない。大学から学生に伝えられる情報と並

行して「草加コネクト」が地域の情報を発信していくことで、ボランティア募集の情報がより広がりを見

せられるよう、今回の会議がそのきっかけとなるとよい。 

 

 〇 その他（情報提供） 

・新里文化センターでの学生ボランティア募集について 

・松原児童青少年交流センターmiratonで月１回程度開催している多世代を対象とする地域の交流の場に

ついて 

 

以上 

  


